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〔学
　
会〕
三月二十日
　
創価大学「日本語日本文学」第二十四号
　
発
行
七月十一日
　
懇話会
　
十四時五〇分～
　
中央教育棟ＡＷ
五一一教室「図書館・博物館を巡る─日本と海外─」金子弘教授
十月二十四日
　
日本語日本文学会（学生の部）
　
十三時
〇五分～
　
中央教育棟ＡＥ五五五教室
十一月一四日
　
年次大会
　
十四時五十分～
　
中央教育棟Ａ
Ｗ六〇八教室
十二月五日
　
懇話会
　
十六時三十五分～
　
中央教育棟ＡＷ
一一二九教室「寺村秀夫、高橋太郎、Ｊ．サール、Ｇ．リーチ」山岡政紀教授
〔会
　
員〕
　
◇西田禎元教授◇一月～十二月
　
古典文学講座『平家物語』 （八王子市公民
館）
一月二十五日
　「与謝野晶子シンポジウム」において口頭
発表（ 〈文学と宗教〉研究会、創価大学）
三月二十日
　
研究ノート「高句麗の建国説話」 （創価大学
『日本語日本文学』第二十四号）三月二十九日
　「 『源氏物語』シンポジウム」において口頭
発表（ 〈文学と宗教〉研究会、創価大学）
八月四日
　
国際共同シンポジウム
　
パネリスト報告「漢字
と仮名をめぐって」 （ 「日中言語・文化研究国際学術共同シンポジウム
　
二〇一四」 、中国・南京大学）
八月五日
　
口頭発表「高句麗王の故事をめぐって」 （ 「日中
言語・文化研究国際共同シンポジウム
　
二〇一四」 、中
国・南京大学）
八月三十一日
　
講演「韓国歴史ドラマの主人公たち」 （ 「夏
季大学講座」 、創価大学）
十一月十四日
　
講演「 『源氏物語』の作者と読者」 （ 「日本
語日本文学会」平成二十六年度大会、創価大学）
十二月二十日
　
講演 「軍師と大将軍の運命」 （ 《文学と宗教》
研究会、創価大学）
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◇蓮沼昭子教授◇一月三十一日
　
論文「副詞『せっかく』による構文と意味
の統制─コーパスにおける使用実態の観察を通して─」益岡隆志・大島資生・橋本修・堀江薫・前田直子・丸山岳彦編『日本語複文構文の研究』ひつじ書房
三月二十日
　
論文「副詞『どうせ』による構文と意味の統
制─連文機能の検討を中心に─」 『日本語日本文学』第二十四号（創価大学 日本文学会）
五月三十一日～六月一日
　
日本語教育学会二〇一四年度春
季大会
　
大会実行委員を務める（於・創価大学）
八月二十三日～二十五日
　
第
27回日本語教育連絡会議に出
席（ハンガリー・バラトン湖畔
 B
alatonszárszó, C
saládi 
H
otel és K
onferencia K
özpont ）
八月二十三日
　
研究発表「 『であろう』は婉曲表現か─客
観的真理追究型テクストにおける使用を中心に─」 （第
27回日本語教育連絡会議）
八月二十六日～三 一
　
ヨーロッパ日本研究協会（ＥＡ
ＪＳ）第
14回国際大会に出席（プレ・コンファランス、
ポスト・コンファランスを含む。スロベニア・リュブリャナ大学
九月二十七日
　
講演 「 『いつやるか？』 『今でしょ！』 ─ 『で
しょう』は婉曲表現か？─」 （ 《文学と宗教》研究会、創
価大学）
◇金子弘教授◇三月二十日
　
論文「 『西国立志編』３訳稿に見られる翻訳
過程」 （創価大学『日本語日本文学』二十四号）
六月二十八日
　
講演「 『蘭学事始』を読む」 （ 《文学と宗教》
研究会）
十一月六日
　『日本語大事典』 （朝倉出版）項目執筆（ 『英
和対訳袖珍辞書』 、 『国語学小史』 、 『国語学書目解題』 、『国書刊行会叢書』 、 『小公子』 、 『東京語成立史の研究（飛田良文） 』 、 『英語箋』 、 『活語指南』 、 『現代語の助詞・助動詞』 、 『詞通路』 、 『詞八衢』 、オールコック、ハリス、本木正栄、形式動詞 形容詞文、動詞文、準体言、存在文、言い切り 言語過程説、現在形） 。
◇山岡政紀教授◇二月一日
　
論文「文機能とアスペクトの相関をめぐる一考
察─
動詞テイル形の解釈を中心に
─
」 （ 『日本語コ
ミュニケーション研究論集』第三号 日本語コミュニケーション研究会）
二月二十一日
　
口頭発表「現代日本語配慮表現の記述方法
の確立に向けて─配慮表現データベース構築の基礎論と
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して─」 （第四回日本語コミュニケーション研究会、筑波大学）
三月二十日
　
論文「文機能とアスペクトの相関をめぐる一
考察
─
テイル形の人称制限解除機能を中心に
─
」
（ 『日本語日本文学』第二十四号、創価大学日本語日本文学会）
三月二十二日
　
口頭発表「現代日本語配慮表現の記述方法
の確立に向けて
─
配慮表現データベース構築の基礎論
として」 （第八回実用日本語国際会議、国立国語研究所、共著者：牧原功、小野正樹）
五月三十一日～六 一日
　
公益社団法人日本語教育学会
二〇一四年度春季大会を創価大学にて開催。実行委員会委員長を務める。
七月十日
　
項目執筆「発話機能」 （ 『日本語文法事典』日本
語文法学会編、大修館書店）
七月十一日
 　
基調報告「配慮表現研究の意義」 、口頭発表
「配慮表現データベースの構築」 （ 「日本語教育国際研究大会２０１４」パネルセッション「日本語の配慮表現の課題と展望」 、豪州・シドニー工科大学
七月十二日～十三日
　
科研費研究課題「発話機能を中軸と
する日本語配慮表現データベースの構築」の研究分担者・研究協力者 の協議・検討をシドニー市内にて行
う。
八月二十九日
　
講演「配慮表現に満ちた新しい日本語」創
価大学夏季大学講座
十一月二十九日
　
口頭発表「慣習化されたポライトネスと
しての配慮表現の定義」 （日本語用論学会二〇一四年度年次大会ワークショップ「慣習化をめぐる日本語配慮表現の発想」 ）
十二月五日
　
講演「寺村秀夫・高橋太郎・サール・リー
チ」 （創価大学日文懇話会）
一月
～
十二月
　
日本語用論学会運営委員として、学会運
営、査読等にあたる。
◇守屋三千代教授◇一月十一日～十四日
　
中国人民大学で日本語教科書『綜合
日語』編集会議。
三月四日～十四日
　「ドイツＶＨＳ日本語教師の会」に招
聘される。集中講義および講演。
四月一日～
　「日中言語研究と日本語教育」編集「審議委
員」 （継続） 。
四月十二日
　
放送大学大学院研修会に参加・指導
五月
　
論文「 〈見立て〉 ：送り手と受け手の間での意味創出
の営み─文化記号論の試み─」 （認知言語学会論文集第
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十四巻）
六月十五日より八月十三日まで学振特別研究員（劉暁芳
氏）受入れ
七月
　
講演「日本文化と〈見立て〉 」 《文学と宗教》
　
研究
会（創価大学）
八月一日
　
学振特別研究員等審査会専門委員及び国際事業
委員会書面審査員・書面評価員に任命される。
八月二十一日
　「研究発表「現前と非現前を結ぶ機能」漢
日対比語言学検討会（中国人民大学）
九月四日～七日
 トルコ・アンカラ大学で科研費に基づく
共同研究に関する会議
九月八日
 　
在トルコ日本国大使館および土日基金を表敬
訪問。
九月十三日～十四日
　
放送大学大学院研修会で指導（長崎
大学）
九月二十日
　
研究発表「現前と非眼前の〈見え〉を重ねる
〈事態把握〉 」日本認知言語学会全国大会十月十四日
　
国際交流基金賞授賞式に出席
◇山中正樹教授◇三月二十日
　
論文「川端文学における〈救済〉と〈コミュ
ニケーション〉 」 （創価 「日本語日本文学」第二十四
号）
四月十九日
　
平成二十六年度
　
川端康成学会総会におい
て、常任理事・事務局長に就任（任期二年） 。
八月九日
　
研究発表「ＬＴＤ（話し合い学習）の活用と双
方向授業の展開による読解力・解釈力向上の試み」平成二十六年度
 ＩＣＴ利用による教育改善研究発表会
　
私
立大学情報教育協会
　
東京理科大学
八月十日
　
研究発表「三浦哲郎「盆土産」 『国語２』光村
図書）を読む
 ─「 〈第三項〉と〈語り〉 」から浮かび上
がる、深層の〈意味〉─」第六十六回
 日本文学協会国
語教育部会
 夏季研究集会
　
法政第二中学・高等学校
八月十日
　「日本文学」第六十三巻第八号の編集にあたる。
八月十二日
　
分担執筆「読むためのモラリティ（倫理） 」
の項を執筆。 〈監修〉田中実〈編者〉相澤毅彦・大谷哲・齋藤知也・佐野正俊・馬場重行『 「読むこと」の術語集
 
文学研究・文学教育』 （双文社出版）
十月十一日
　
研究発表「 （ 「大会」事前討議） 「 〈第三項〉と
〈語り〉 」がひらく、深層の〈意味〉 」のために」日本文学協会国語教育部会十月例会、日本文学協会事務局
十一月十四日
　
研究発表・シンポジウムパネラ「 「 〈第三
項〉と〈語り〉 」がひらく、深層の〈意味〉
─
川端康
成の《犯罪実録小説》 ・ 「散りぬるを」を中心に
─
」日
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本文学協会第六十九回（二〇一四年度）大会
 第一日目
 
国語教育の部
　
学習院大学
十一月二十五日
　
論文「ＬＴＤ（話し合い学習）の活用と
双方向授業の展開による読解力・解釈力向上の試み」 、『ＩＣＴ活用教育方法研究』第十七巻一号
　
私立大学情
報教育協会
十二月八日
　
講演「文豪たちの恋文を読む
  ～～
 芥川・川
端・谷崎を中心に
 ～～」平成二十六年度
　
八王子市生
涯学習センター主催市民自由講座
　
八王子市生涯学習セ
ンター
十二月二十七日
　
研究発表「 「 〈言語以前〉の世界」は存在
しないのか？／われわれは〈言語ゲーム〉の外を「想起」してはいけないのか」日本文学協会国語教育部会冬合宿（一部）
　
山梨大学
十二月二十七日
　
研究発表「 〈第三項〉と〈語り〉 」がひら
く、深層の〈意味〉─川端康成「散りぬるを」を読む─その二」日本文学協会国語教育部会冬合宿（二部）
　
山
梨大学
一月～十二月
　
日本文学協会運営委員として、学会運営・
査読等にあたる。
◇大塚望准教授◇三月二十日
　
論文「初級日本語教科書における『する』と
『やる』 」 （創価大学「日本語日本文学」第二十四号）五月三十一日～六月一日
　
日本語教育学会二〇一四年度春
季大会
　
大会実行委員を務める（於・創価大学）
十月二十五日
　
講演「江戸期の女流文学について─只野真
葛と馬琴─」 （ 《文学と宗教》研究会）
